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（６） 現在通常に上演される曲目。大蔵流が約 180 曲、和泉流が約 260 曲といわれる。
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（17） 四世 ･ 茂山忠三郎芸談
















































（38） 大蔵流狂言師。四世 ･ 茂山千作の三男。
（39） 大蔵流狂言師。十一世 ･ 茂山千五郎の次男。山本安英の「夕鶴」で与ひょう役を演じるなど、持ち前の
反骨精神で幅広く活躍。演出も手掛けた。芸術選奨文部大臣賞受賞。紫綬褒章受章。
（40） 茂山千之丞『NHK　人間講座』日本放送出版協会、1999，P.69
（41） 和泉流狂言師。和泉流十九世宗家 ･ 和泉元秀の長男。
（42） 安藤万有子「東洋文庫所蔵河鍋暁斎筆《狂言始》に関して」東洋文庫書報、2019，P.28
（43） （株）MUSIC DON'T LOCKDOWN ！　https://mdlfes.tokyo/　音楽に関わる人々を「封鎖」せず、音楽を
楽しむ人々同士を「封鎖」しないために、自宅で各自がプレイする表現活動。
（44） https://www.youtube.com/watch?v=JlP5ZFPLoe0（９月 29 日閲覧）
（45） 狂言において、僧・山伏・鬼などの役が登場直後に謡い出す、七・五・七・五・七・四句からなる謡。
一曲のプロローグ的な意味を持つ。和泉元秀『狂言を観る』講談社、1983，P.225
（46） 眼識 ･ 耳識 ･ 鼻識 ･ 舌識 ･ 身識 ･ 意識 ･ 阿陀那識 ･ 阿頼耶識 ･ 阿摩羅識。一切のものを識別する心をいう。
これを開かれた窓に例えた。小山弘志（翻訳）佐藤健一郎（翻訳）『新編日本古典文学全集（58）謡曲集（１）』
小学館、1997，P.280





















（56） 前掲 44（９月 29 日閲覧）











（65） いとうせいこうは自身の Twitter で、「茂山千三郎さんの古典のままの「梟」、続いてコロナ禍の今を導入
した「梟」を、つまり表と裏のようにお送りした意義は大きいと思う。芸能はこうしてスキャンダラス
に今を演じてきたわけで、MDL でそれをお送り出来たのは誇らしいこと。」と述べている。
 https://twitter.com/seikoito/status/1269580172631535616（９月 28 日閲覧）
